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［目的］布における水蒸気の透過は、布そのものの透過以外に、布との境界に存在する静

止空気層中を水蒸気が拡散することによる透過が加わって生ずるといわれ、それらに関す

る研究は種々の角度から行われている。本研究では、それらの測定時の各種条件を詳細に

調ぺることによってその機構をより明確にする目的で、カップ法を用い、そしてその時の

条件、例えばカップ内充填剤の種類、その充填量、外部の温湿度、サンプル厚、サンプル

間距離等を系統的に変化させて検討した。

［方法］①カップ：　内面積26 .8cii|2、高さ3. 24CII1のものを使用した。②充填剤：　各種の無機

塩とその過飽和溶液を用い、それによってカップ内の湿度を調節した。またその充填量を

変えることにより、液面とサンプル面との距離、即ちカップ内空気層厚を変化させた。③

外部条件：　恒温tl一湿槽（タバイ製、PR-2型）を使用してコントロールした。その温湿度は

デジタル温湿度計（X ース研究所製、AD- 1型）｀で、また風速は電子風速計（佐藤計器製、

SK-7）で測定した。なお風速はほぼOm／secであった。

［結果］カップ内の湿度が外部より高い条件の時、即ち外に向かって水蒸気が透過する場

合、及びカップ内の湿度が外部より低い時でも、充填剤が飽和溶液の形でない例えば無水

塩化カルシウム等の場合には、カップ内空気層中での水蒸気の拡散係数は理論値とよく一

致し、そこでは静止空気層を形成していることを裏付けた。またその結果とサンプル厚を

変化させて測定した時の結果とから求まる外部空気層の厚さは、透過度の小さいサンプル

程大きくなるという傾向を示した。
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　目的　皮膚と衣服との接触による冷温感は、衣服快適性要因の１つとして重要である。本研究では、

川端により開発された、人間の皮膚をｼﾐll･りした構造の”ﾌｨﾝｶﾞｰat｀ツI'M
.を用いて、人間が任意の環境下

で、各種の物体に触った瞬間に感じる接触冷温感覚を客観的に予測する方法を導き、D*"ツFを実用化する

ことを目的とする。

　方法　1ｨﾝｶﾞｰμ゛ﾂﾄでは、冷温感に直接関係する量として冷温感覚受容器付近の温度変化速度の最大

値Ut≫'i5検知される。Utlf'は、0*"ツトの接触表面温度と接触物体温度との差Ｊに比例するため、Utn'をaT

で除した値を物体固有の冷温熱物性値coとして取り上げる。布、毛皮、皮革などの被服材料の他、紙、木

片、金属板などの種々の物体のCoを測定し、一方で、室温と同温のこれら各種物体を手で触った瞬時に感

じる冷温感覚値Pvを問う官能検査を種々の温度環境下で行う。そして、冷温感覚値Pvと口*'ツ日こより測

定されるCoに人間の皮膚温と接触物体の表面温との差を乗じて得られるUtnとの関係を調べる。物体温

が室温と異なる場合でもUtiJによるPyが予測可能かどうかを検討するため、加温、加冷した銅板を接触物

体とした場合も検討する。

　結果　UtnとPVとの相関は高く直線関係で結ばれた。各種物体ならびに加温、加冷した銅板を接触物

体とする両者のPv-Utm関係は、同一の線形関係が導かれ、接触物体の種類、物体温度に関わらず、Uti≪から

Pvが予測可能なことが明らかにされた。しかし、Pv－ Uta関係は環境温度に依存し、環境温度をJいﾗi-ﾀ

に加えた冷温感予測式を得た。また、予測式の精度を各種の材料について確認した。Pv－ Utm関係は、

環境温度以外にも、皮膚の接触部位、接触面積の影響を受けることが明らかになり、これらの生理的要因

についても考察した。文献１）川端。第17回徽維工学研究討論会要旨集、日本繊維機械学会、p58、1988


